


入会者からの声 

Ａさん （奈良県） 

保健師長会に強制的に加入させられた感はありました。 

しかしながら、入会してみると、師長会は厚生労働省と相談しながら、保健師活

動の現状と課題、将来的に必要となってくる体制整備マニュアルを先駆的に作りあ

げてくれていることがわかりました。 

そのため、全国保健師長会への会費や人材を投資することで、自分たちの代りに

保健師という職能を維持させ、保健師活動を展開しやすいように考え、活動や地位の基礎を作ってくれ

ていることがわかりました。 

全国保健師長会は任意団体であり、自身の時間を割いて活動してくれていることに感謝したいと思い

ます。 

支部活動としては、保健師長会でしかできない研修を通して保健師のスキルアップを考えていき    

たいと思います。 また、保健師の活動が今後も充実したものになるよう組織についても維持していき

たいと感じています。 

 

Ｂさん（長崎県） 

 全国保健師長会に入会したきっかけは、先輩保健師から勧誘されたため 

です。 

 保健師活動をまとめる部署の係長となったときであり、管理的立場になっ 

たことで、保健師活動を統括するためのノウハウを学べればとの思いでした。 

 入会すると数年で支部の副会長の依頼を受け重荷にも感じたが、他自治体 

 の情報を得られるし、引き受けることにしました。 

 実際やってみると、県保健所や他市町村の方々と顔見知りになることができ、 

 情報収集もしやすくなったと思います。 

  役員になって初めて、全国保健師長会を身近に感じ、厚生労働省との関係性や役割に気づかされたよう

に思います。 

 

Ｃさん（石川県） 

 全国保健師長会に入会して、全国保健師長会が国への要望など、私たちが見え 

 ないところで、私たちの活動に生かす活動をしていることがわかりました。 

 保健師長会の研修に参加して、参加者のパワー、エネルギーを感じることがで 

きました。 

 東日本大震災の保健師の活動記録「希路」などは、後世に活動を伝える意味で 

とても重要なものと感じるし、個人的にも生の声を聴くことができ参考になり 

ました。全国の情報が手に取れ、共有できるのはありがたいです。 

 

 

 

 

 


